江戸川区事例報告
２０１９年１２月１８日
江戸川区の介護保障を確立する会
江戸川介護保障弁護団
１　当事者
	氏名
	障害・生活状況
	従前の支給量

	日永由紀子（代表）
	ＡＬＳ・夫と同居
	１月６０４時間（介護保険と合計１日約２１時間）

	酒井ひとみ（副代表）
	ＡＬＳ・夫、２人の子どもと同居
	１月６９８時間（１日約２２時間）

	春山雅子
	ＡＬＳ・夫と同居
	１月４１５時間（介護保険と合計１日約１７時間）

	矢島貞光
	脳性麻痺・独居
	１月５２７時間（１日１７時間）

	矢作朋恵
	知的障害・独居
	１月４９６時間（１日１６時間）



[bookmark: _GoBack]２　これまでの経緯
	２０１７年　９月
	申請に向けた代理人弁護士の活動スタート。

	２０１７年１１月
	酒井　更新申請。

	２０１７年１２月
	酒井について現状維持の決定。

	２０１８年　３月
	・日永、春山、矢島について更新（変更）申請。
・区長宛てに要請書を提出。

	２０１８年３月-４月
	　各会派の区議会議員をまわって面談、説明。

	２０１８年　５月
	・江戸川区より、３月の要請書に対する回答書を受領。
・矢島について現状維持の決定。
・これらを受け、江戸川区に説明を求めるため、身体障害者福祉係長、愛の手帳係長と面談。
・酒井の変更申請。

	２０１８年　６月
	　区議会の福祉健康委員会を傍聴。区議まわり。

	２０１８年　７月
	・江戸川区の対応が遅いため、区長宛てに、内容証明郵便を提出。
・障害福祉課長も対応に参加するようになる。
・「まなびの会」を開催。区議も出席。

	２０１８年　８月
	・４名について支給決定。
　日永…移動の際の２人目ヘルパー分（４０時間）だけ増加。
　酒井…現状維持。（２４時間の支援の必要性は認めるものの、家族が１．５時間／日の介護を担当可能であるとの理由。）
　春山…５７７時間に増量。（２４時間の支援の必要性は認めるものの、家族が５時間／日の介護を担当可能であるとの理由。）
　矢島…５５８時間に増量。（今後、追加調査が予定されているが、夜間の介護の必要性が焦点となる。）
・支給決定を踏まえ、飯田課長、田中係長、髙橋係長らと面談。
・矢作の変更申請。

	２０１８年　９月
	　区議まわり。

	２０１８年１０月
	　春山　江戸川区に対し、３年分の自己負担額を請求。

	２０１８年１１月
	　春山　東京都に対し、審査請求。

	２０１８年１２月
	　江戸川区との交渉。区の弁護士も同席。前向き。

	２０１９年　２月
	　江戸川区との交渉。同上。

	２０１９年　３月
	・４名について支給決定。
日永…７３４時間（移動加算８０時間）に増量！
酒井…８４８時間（移動加算１１６時間）に増量！
春山…７３８時間（移動加算１２時間）に増量！
矢作…７４９時間（移動加算７８時間）に増量！
・矢島について、夜間介護が必要であることを示す医師意見書の提出があれば満額決定の可能性ありとの説明を受ける。
　（現在、調整中。）

	２０１９年　４月
	　江戸川区　非定型ガイドラインを公表。

	２０１９年　８月
	　非定型ガイドラインについて、江戸川区と意見交換。



